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学校感染症の取り扱いについて 

学校において予防すべき疾病については「学校感染症」として学校保健安全法に定められておりま

す。特に、飛沫感染をする感染症が発生すると流行が広がる可能性が高く、その予防や流行を防ぐ手

段として、学校として出席停止の措置をとることが定められております。学校感染症は次の表のとお

りです。 

＜学校感染症の種類＞ 

分類 病  名 

第１種 
エボラ出血熱 クリミア・コンゴ出血熱 痘そう 南米出血熱 ペスト ラッサ熱  
マールブルグ熱 ジフテリア 重症急性呼吸器症候群（ＳＡＲＳ）  
急性灰白髄炎（ポリオ） 鳥インフルエンザ（H5N1）など 

第２種 

インフルエンザ  新型コロナウイルス感染症(2023 年 5 月～追加) 

百日咳 麻しん（はしか） 流行性耳下腺炎（おたふくかぜ） 

風しん 水痘（みずぼうそう） 咽頭結膜熱（プール熱） 結核 髄膜炎菌性髄膜炎 

第３種 
コレラ 細菌性赤痢 腸管出血性大腸菌感染症  腸チフス パラチフス 流行性角結膜炎  

急性出血性結膜炎  その他の感染症 

 
 
本校では感染症によって手続きが異なりますので次のようにしてください。 

病院受診  必ず医療機関で診断を受けてください 

↓  ↓  ↓ 

インフルエンザと診断  新型コロナウイルス感染症と診断  その他の学校感染症と診断 

↓  ↓  ↓ 

担任に電話または Classi で連絡 

↓  ↓  ↓ 

毎朝検温をし、体温を 

「インフルエンザ罹患報告書

（様式１）」に保護者が記入 

 

「発症後 5 日を経過し、かつ症

状が軽快した後１日を経過す

るまで」自宅療養 （※２） 

 医師の指示に従って自宅療養 

 

↓ 

療養後、医師に「学校感染症罹

患証明書（様式３）」を書いて

いただく 

病院が発行する様式（学校伝染
病治癒証明書や登校登園許可証 
等）でも構いません。 

↓  ↓ 

「発症後 5 日を経過し、かつ

解熱後 2 日を経過するまで」

自宅療養 （※１） 

 

療養後、「新型コロナウイルス

感染症罹患報告書（様式２）」に

保護者が記入 

↓  ↓  ↓ 

登校時に罹患報告書を担任に提出  
登校時に罹患証明書を 

担任に提出 



 

 

（※１）インフルエンザ発症 ⇒ 解熱 ⇒ 登校可能までの例 

出席停止期間「発症後 5日を経過し、かつ解熱後 2日を経過するまで」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

（※２）新型コロナウイルス感染症発症 ⇒ 症状軽快 ⇒ 登校可能までの例 

出席停止期間「発症後 5日を経過し、かつ症状が軽快した後１日を経過するまで」 

     ※「症状軽快」とは、解熱剤を使用せずに解熱し、かつ呼吸器症状が改善傾向にあること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校感染症についてご不明な点等ありましたら、担任または保健室へお問い合わせください。 

０日目 １日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目 ６日目 ７日目 ８日目

出席停止

出席停止

出席停止

症状軽快
症状軽快
後1日

症状軽快
症状軽快
後1日

登校可能

例２
発症後５日目に
症状軽快した場合

発症日

例１
発症後４日目に
症状軽快した場合

発症日

登校可能

登校可能

例３
発症後６日目に
症状軽快した場合

発症日 症状軽快
症状軽快
後1日

＜欠席連絡について＞ 

インフルエンザや新型コロナウイルス感染症と診断された際には、「発症後 5 日を経過するまで」の

日付を電話または Classi でご連絡ください。連絡していただいた日付までは、Classi の欠席連絡を

毎日入れていただく必要はありません。その後、症状が軽快せずに欠席が長引く場合は、欠席する

日ごとに Classi での連絡をお願いいたします。その際、備考欄に簡潔に状況を入力してください。 


